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「第二部 心理的支えに関する基礎的研究J C第 5 章~第 8 章)では，第一部で述べた心理的支えの概念を操作的
に定義して，それを測定する心理的支え尺度を作成し，その信頼性と妥当性について検討した。
まず第 5 章では，大学生を対象として質問紙調査を実施した。その結果， í友人・他者による支えJ í異性による支
えJ í父母による支えJ í建設的思考による支えJ í現在の立場・学業による支えJ í宗教性による支え」の 6 因子46項
目を抽出した口前者三つは， ソーシャルサポート尺度や孤独感と，後者三つは，充実感・自我同一性・自己実現傾向
などの尺度と有意な相関がみられ，前者は対人的支え，後者は内面的支えを測定しているものと考えることができた。





第 7 章では， さらに尺度の改訂を重ね， 5 因子15項目 Cí友人による支えJ í宗教性による支えJ í現在の立場によ
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第 8 章では，内観療法の体験前後，およびフォローアッフ。時( 1 年 2--4 か月後)にかけての心理的支え尺度得点
の変化を測定した。その結果， (1)内観後は心理的支えの感覚が高まり，フォローアップ時においても，概ねそれは持
続していること， (2)内観後は， 1過去の経験による支え」や， 1現在の地位・立場による支え」の得点が低くなる場合
があり，内観の特徴である「健康な罪意識」が存在すること，などが確認された。また， (3)自由記述の内容には，宗
教性に関する記述が少なからずあり，その重要性が指摘された。









ると考えられる。その際， (4)自らをより深いところから支えるものとして， しばしば，宗教性 (1異界J) の次元にふ
れる体験が重要であることも指摘された。
このように，心理的支えとは， 1私」という存在をどう位置づけていくかということに関わるものであり，心理療






本論文では，心理的支えについて，対人的支え(interpersonal support)，内面的支え(intrapersonal support) , 
宗教性による支え (transpersonal support) の 3 側面が捉えられる「心理的支え尺度」が作成され， その信頼性，
妥当性が検証された。さらに，心理療法の過程や恋愛体験によって， 1心理的に支えられている感じ」がどのように
変化するかが質問紙調査や事例研究によって検討された。
調査 l では，自由記述による予備調査に基づいて，上記 3 側面を測定する「心理的支え尺度」が作成された。本尺
度は高い信頼性を示し，関連する心性を調べている 8 つの尺度との相関から妥当性も有していることが確かめられた。







ては， この変化が 1 年 4 カ月後に行われたフォローアップ調査でも維持されていた。
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また，本論文には串崎自身がおこなった 2 年 4 カ月にわたる心理療法の過程で，心理的支えに変容が見られたケー
スが報告されている O すなわち，クライエントの少年は，当初非常に生気がなく，話もほとんどしなかったが，半年
後に次第に趣味的な世界を開示するようになり I 2 年後には，母親の信仰が自分に引き起こした葛藤について語るよ
うになった。その後，危機的な時期を経て， クライエントはその宗教に加入することを決意し， しっかりと自己主張
できるようになっていった。この過程では，セラピス卜による対人的支えが，内面的支えや宗教的支えの深化につな
がったことがうかがわれる。
本研究は，以上のように，心理的支えについてさまざまな角度から真撃な検討をおこない，臨床心理学的に有用な
尺度や知見を提供したのみならず，心理臨床の実践にも有益な視座を与えたものとして高く評価できる口よって，審
査委員会では，本論文が博士(人間科学)の学位に十分値すると判定した。
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